
■「
二
〇
〇
八
年
度
三
大
会
計
制
度
改
革
」

二
〇
〇
八
年
度
開
始
の
会
計
監
査
制
度
の「
三
大
改

革
」は
、い
ず
れ
も
本
来
は
、
グ
ル
ー
プ
全
社
を
挙
げ
て
取

り
組
む
べ
き
重
大
な
制
度
改
変
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
上
場
企
業
各
社
の
経
営
者
・
管
理
者
、
あ
る
い
は

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
も
、
大
多
数
の
関
心
が「
内
部
統

制
監
査
・
評
価
制
度（
い
わ
ゆ
る
日
本
版
S
O
X
）」に
偏

重
し
て
い
る
と
い
う
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。
三
大
改

革
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、上
記「
日
本
版
S
O
X
制
度
」

に
加
え
、「
四
半
期
報
告
制
度（
四
半
期
レ
ビ
ュ
ー
含
む
）」

と「
連
結
決
算
に
お
け
る
会
計
基
準
の
国
際
統
一
」の
こ

と
を
指
す
が
、い
ず
れ
も
こ
れ
ま
で
の
我
が
国
の
会
計
制

度
の
枠
組
み
あ
る
い
は
原
則
を
大
幅
に
改
め
、
国
際
的

な
制
度
の
導
入
に
踏
み
出
す
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
の
中
に
あ
っ
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る「
連
結
会
計

基
準
の
国
際
的
統
一
」は
、
従
来
我
が
国
の
連
結
会
計

基
準
が
、
海
外
拠
点
所
在
国
の
会
計
基
準
を
そ
の
ま
ま

連
結
す
る「（
い
わ
ゆ
る
）現
地
国
主
義
」を
容
認
し
て
き

た
こ
と
か
ら
比
べ
る
と
、
特
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
は
そ

の
対
応
に
は
時
間
と
負
荷
を
要
す
る
大
き
な
方
針
変

換
と
な
る
。

■
実
務
対
応
報
告
第
一
八
号
の
概
要

「
連
結
会
計
基
準
の
国
際
的
統
一
」は
、
二
〇
〇
六
年

五
月
一
七
日
に
公
表
さ
れ
た
企
業
会
計
基
準
委
員
会

実
務
対
応
報
告
第
一
八
号「
連
結
財
務
諸
表
作
成
に

お
け
る
在
外
子
会
社
の
会
計
処
理
に
関
す
る
当
面
の
取

扱
い
」（
以
下
、
本
報
告
）に
よ
り
定
め
ら
れ
、
二
〇
〇
八

年
四
月
以
降
開
始
事
業
年
度
に
係
る
連
結
財
務
諸
表

に
適
用
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
在
外
子
会
社
の
会
計
処

理
方
針
の
原
則
的
な
取
扱
い
と
当
面
の
取
扱
い（
実
務
的

方
法
）を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

（
1
）原
則
的
な
取
扱
い（
原
則
法
）

在
外
子
会
社
所
在
国
の
会
計
基
準
を
我
が
国
の
会

計
基
準
に
修
正
し
て
、
統
一
的
に
適
用
す
る
方
法

（
2
）当
面
の
取
扱
い（
実
務
的
な
方
法
）

在
外
子
会
社
の
会
計
基
準
が
、
国
際
財
務
報
告
基

準
（
I
F
R
S
）
ま
た
は
米
国
会
計
基
準
（
U
S
ー

G

A
A
P
）
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

そ
の
ま
ま
連
結
決
算
に
利
用
す
る
方
法

右
記
の
う
ち
、（
1
）の
原
則
法
は
本
報
告
の
趣
旨
に
整

合
し
た
理
論
的
な
方
法
で
は
あ
る
が
、
在
外
子
会
社
の

現
地
経
理
担
当
者
に
日
本
の
会
計
基
準
を
知
ら
し
め
、

か
つ
現
地
の
会
計
監
査
を
日
本
基
準
で
受
け
る
な
ど
の

条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
海
外
拠
点
が
極

め
て
数
少
な
く
、
日
本
本
社
が
現
地
の
決
算
業
務
を
直

接
支
援
で
き
る
状
況
に
な
い
限
り
実
務
的
に
は
難
し
い
。

結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
で
採
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
の
が
、（
2
）の
実
務
的
な
方
法
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
こ
の
方
法
に
よ
れ
ば
、
日
本
基
準
、
I
F
R
S
、
U
S
ー

G
A
A
P
の
い
ず
れ
か
が
適
用
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
ら
の

ミ
ッ
ク
ス
で
連
結
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。し
た
が
っ
て
、

も
っ
と
も
一
般
的
と
な
る
の
は
、
親
会
社
お
よ
び
国
内
子

会
社
は
日
本
基
準
、
米
国
子
会
社
は
U
S
ー

G
A
A
P
が

そ
の
ま
ま
適
用
で
き
る
た
め
、
そ
の
他
地
域（
欧
州
・
ア

ジ
ア
等
）の
海
外
子
会
社
を
I
F
R
S
に
統
一
す
る
方

法
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
方
法
で
あ
っ
て

も
、
日
本
基
準
と
重
要
な
差
が
あ
る
と
さ
れ
る
六
項
目

（
の
れ
ん
の
償
却
、
退
職
給
付
会
計
の
数
理
計
算
上
の
差

異
、
研
究
開
発
費
の
費
用
処
理
、
投
資
不
動
産
等
の
評

価
、
財
務
諸
表
の
遡
及
修
正
、
少
数
株
主
損
益
の
会
計

処
理
）や
そ
の
他
の
重
要
な
項
目
に
つ
い
て
は
、
連
結
決

算
上
で
の
修
正
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

■
「
会
計
基
準
の
国
際
統
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
進
め
方

実
務
対
応
報
告
第
一
八
号
に「
実
務
的
に
対
応
」す

る
た
め
に
、
先
行
し
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
で
は
、
本
社

主
導
の
下
で
特
に
欧
州
・
ア
ジ
ア
大
洋
州
の
拠
点
を
対
象

と
し
て
、
概
ね
以
下
の
よ
う
な
手
順
で「
会
計
基
準
国
際

統
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
し
て
い
る（
以
下
で
は
、
前
記

（
2
）の「
当
面
の
取
扱
」の
方
法
を
前
提
と
し
て
記
載
す

る
）。

﹇
ス
テ
ッ
プ
1
﹈海
外
拠
点
所
在
国
会
計
基
準
と
I
F
R

S
の
比
較
分
析
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対
象
国
ご
と
に
ど
の
会
計
分
野
で
現
地
基
準
と
I
F

R
S
に
重
要
な
差
異
が
あ
る
か
を
特
定
す
る
。
両
基
準

が
極
め
て
近
く
I
F
R
S
に
よ
る
現
地
基
準
の
代
替
が
容

認
さ
れ
て
い
る
か
も
、
は
じ
め
に
調
査
し
て
お
く
。

﹇
ス
テ
ッ
プ
2
﹈グ
ル
ー
プ
統
一
会
計
方
針
の
策
定

海
外
拠
点（
U
S
以
外
）の
基
準
が
I
F
R
S
に
さ
え
変

換
さ
れ
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
く
、
減
価
償
却
、
在
庫
評
価

方
法
等
々
、
I
F
R
S
で
選
択
適
用
可
能
な
複
数
の
会

計
方
針
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
本
来
会
計
方

針
自
体
の
統
一
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
容
認
さ

れ
て
い
る
選
択
可
能
な
会
計
方
針
を
グ
ル
ー
プ
会
社
間

で
統
一
的
に
適
用
す
る
た
め
の「
グ
ル
ー
プ
統
一
会
計
方

針
」を
ま
ず
策
定
し
、
グ
ル
ー
プ
会
社
に
適
用
す
る
。

﹇
ス
テ
ッ
プ
3
﹈G
A
A
P
差
異
把
握
と
修
正
仕
訳

海
外
各
拠
点
で
適
用
さ
れ
て
い
る
現
行
の
会
計
基
準

を
新
た
に
策
定
さ
れ
た「
グ
ル
ー
プ
統
一
会
計
方
針
」に

変
換
す
る
た
め
に
差
異
を
把
握
し
、
表

中
の
三
方
式
の
い
ず
れ
か
の
手
順
に
従
っ

て
修
正
仕
訳
を
作
成
す
る（
こ
れ
ら
の

内
海
外
拠
点
所
在
国
の
多
い
会
社
で
は

「
方
式
2
」が
一
般
的
と
な
る
）。
適
用

開
始
は
二
〇
〇
九
年
三
月
期
で
あ
る

が
、、
損
益
計
算
書
を
新
基
準
に
変
換

す
る
た
め
に
は
、
期
首（
二
〇
〇
八
年
三

月
末
）の
開
始
貸
借
対
照
表
を
新
基
準

で
作
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
前
年

比
較
を
す
る
に
は
、
さ
ら
に
一
年
前
の

期
首（
二
〇
〇
七
年
三
月
末
）の
変
換
も

必
要
と
な
る
。
ま
た
、
機
能
通
貨
法
や

収
益
認
識
基
準
等
々
会
計
項
目
に
よ
っ

て
は
、
差
異
把
握
に
シ
ス
テ
ム
的
対
応
の

検
討
を
要
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
早

期
の
検
討
開
始
が
必
要
で
あ
る
。

﹇
ス
テ
ッ
プ
4
﹈管
理
会
計
へ
の
影
響
の

検
討海

外
拠
点
か
ら
の
月
次
業
績
報
告

を
従
来
通
り
現
地
基
準
で
行
う
場
合
、

グ
ル
ー
プ
統
一
基
準
の
四
半
期
報
告
と

の
比
較
可
能
性
が
困
難
と
な
る
た
め
、
毎
月
次
報
告
を

グ
ル
ー
プ
統
一
基
準
に
切
り
替
え
、
さ
ら
に
は
、
予
算
も

グ
ル
ー
プ
統
一
基
準
で
策
定
す
る
こ
と
も
検
討
を
要
す

る
。
こ
の
た
め
、
会
計
帳
簿
上
、
期
中
の
間
は
グ
ル
ー
プ

統
一
基
準
を
適
用
し
、
年
度
末
の
現
地
基
準
法
定
決

算
監
査
や
税
務
申
告
の
時
だ
け
現
地
基
準
に
修
正
す

る
と
い
う
主
副
逆
転
の
方
法
も
十
分
に
検
討
の
余
地
が

あ
る
。

■
本
番
期
・
適
用
上
の
留
意
点

前
記
の
よ
う
に
平
成
二
〇
年
度
は
、
四
半
期
報
告
制

度
が
開
始
さ
れ
る
年
で
も
あ
る
た
め
、
前
記
の「
連
結
会

計
基
準
の
国
際
統
一
」は
、
第
一
四
半
期（
二
〇
〇
八
年

六
月
期
）か
ら
そ
の
適
用
が
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。
加
え

て
海
外
拠
点
の
重
要
性
に
も
よ
る
が
、
年
度
末
決
算
は

も
ち
ろ
ん
、
当
該
四
半
期
報
告
書
が
外
部
監
査
人
の
レ

ビ
ュ
ー
の
対
象
と
な
る
場
合
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

日
本
本
社
の
会
計
監
査
人
が
海
外
拠
点
監
査
人
に
監

査
指
示
書
を
送
付
す
る
対
象
範
囲
を
理
解
し
、
現
地

経
理
推
進
体
制
の
再
点
検
が
必
要
と
な
ろ
う
。

先
日
、
企
業
会
計
基
準
委
員
会
が
、
我
が
国
の
会
計

基
準
を
二
〇
一
一
年
ま
で
に
I
F
R
S
と
完
全
統
合
す

る
こ
と
を
国
際
会
計
基
準
理
事
会（
I
A
S
B
）と
合
意

し
た
旨
が
報
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
・
米
・
欧
と
い

う
主
要
国
の
会
計
基
準
の
国
際
的
収
斂（
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン

ス
）が
、
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
が
確
実
に
な
っ
た
。
と

同
時
に
、
日
本
企
業
は
い
よ
い
よ
欧
米
諸
国
と
同
じ
も
の

さ
し（
測
定
基
準
）に
よ
っ
て
業
績
評
価
さ
れ
、
国
際
的

競
争
環
境
の
中
で
真
の
実
力
が
問
わ
れ
る
時
代
に
な
る
、

と
い
う
こ
と
を
も
意
味
す
る
。
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Local GAAP�
F/S

IFRS�
F/S

当面の取扱いF/S

IFRS修正�

IFRS修正� 必須修正�
6項目�

必須修正�
6項目�

方
式
1

方
式
2

方
式
3

海外拠点数が非
常に少ない、当該
国会計情報が入
手しやすい場所
等に限られる。�

最も一般的なパタ
ーンで、必須修正
項目以外は現地で
実施する。�

現地国で必須修
正項目まで反映
するのは困難で、
通常は実施困難
なはず。�

在外子会社�

親会社�

●IFRS修正と必須修正6項目の作業分担の3類型


